
研究拠点創成フォーラム３：

国際バカロレアDPに
ついてのフォーラムを
開催しました
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広島県東広島市鏡山一丁目1-1-1

E-mail：evri-info@hiroshima-u.ac.jp

活動日時 2018年2月17日(土)

教育ビジョン研究センターは，By EVRI, For Everyoneを合言葉に，革新的な教育デザインの提案と社会貢献を使命とした
研究拠点です。本拠点は，3つのユニット，6つのクラスタで構成されます。ロゴは，6つのクラスタが相互に作用しつつ
1つの研究拠点を形づくり，広島を起点に，地域の，日本の，そして世界の教育を創造していく姿を現します。

広島大学大学院教育学研究科 気付
URL :
http://evri.hiroshima-u.ac.jp/
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教育ヴィジョン研究センター（EVRI）

活動従事者 棚橋健治

広島大学インキュベーション研究拠点「教
育ヴィジョン研究センター（EVRI）」は，
「カリキュラム」研究ユニットの機能強化と
拠点創成に向けて，2018年２月17日にフォー
ラム「国際バカロレアDP日本語科目『歴史』
授業の構想」を東京で開催しました。
フォーラムの前半では，棚橋健治教授（広

島大学教育学研究科）と同研究科社会認識教
育学研究室の院生より，国際バカロレア
（IB）DPの歴史における学びのあり方と，そ
れに基づいて院生らが開発したレッスンプラ
ンが提案されました。全国各地から参加いた
だいた方々は，IBの提案する通教科的な学び
と歴史という教科固有の学びについての考察
に基づいた歴史単元「20世紀の戦争の原因と
結果」の提案に興味を示して下さいました。

後半では，参加者らが少人数のグループで
議論する時間が設けられました。その後，佐
久田昌知先生（沖縄尚学高等学校）にはIBの
実践的な視点から，二井正浩先生（国立教育
政策研究所）には探究的な歴史教育の視点か
らコメントをいただきました。全体を総括す
る質疑では，IB歴史の中核に位置づく資料読
解や，取り上げる内容の選択に論点が焦点化
され，今回提案されたレッスンプランの改善
につながる質疑となりました。
本フォーラムにおける授業プランの提案

と，それに対する参加者同士による議論は，
IBで行われる歴史の授業だけではなく，教育
改革が叫ばれる日本の歴史教育にとっても示
唆を得られるものとなりました。


